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更年期は誰にだってやって

きます。女にも男にも・・・。

更年期はなんだか暗いイメー

ジですが、もう一度思春期が

やって来たのと同じです。思

春期の頃、心も体も不安定で、

なんだか色々あったよな～！！

っという思い出は皆あると思

うのです。ホルモンバランス

の不安定のせいです。それに、

定年やら、子どもの独立やら

色々あるのもこの頃。不安定

になって当然です。不眠やホ

ットフラッシュ、肩こりにイ

ライラ。なんだかおり物多く

なったし、おしっこの締まり

も悪くなった。顔を見ればし

わも多くなったし、老眼だっ

て！！でも、思春期が過ぎた

ように、更年期だって過ぎる

ものです。閉経の前後 1 0年、

男性の場合も女性と同じ頃か

やや遅め。寝込んでしまう人

から、そんなのあったの？！

という人までさまざまです。

どう過ごしましょう？！でき

るだけ楽に、楽しくですよね。

一番は周りの理解や愛情！も

う一度夫婦の愛を見直すのも

大切です。運動も、基礎体力

を付けて楽しい老後を過ごす

ための準備もしなくちゃ！そ

れでも、つらかったらどうぞ

家庭医に相談してください。

漢方やいろんな薬で手助けし

てくださるはずです。我慢は

禁物ですよ！

中村内科クリニック

中村清子副医院長

更年期なんて怖くない

町
長

立
派
な
獅
子
舞
で
す
ね
。
南
田
原
の
獅
子
舞

は
、
秋
祭
り
の
時
に
舞
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

会
員

は
い
。
地
域
の
秋
祭
り
が
主
で
す
が
、
町
内

外
の
老
人
福
祉
施
設
の
慰
問
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る

関
係
か
ら
、
全
国
各

地
か
ら
声
が
か
か
り
、
結
婚
式
や
初
売
り
な
ど
の
祝

い
事
に
呼
ば
れ
て
舞
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

町
長

練
習
は
ど
の
程
度
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

会
員

普
段
は
自
主
的
な
練
習
が
多
い
で
す
が
、
秋

祭
り
の
３
週
間
前
か
ら
本
格
的
に
や
っ
て
い
ま
す
。

会
員

地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
獅
子
舞
が
昭
和
50

年
に
途
絶
え
て
し
ま
い
、
自
治
会
と
し
て
復
活
さ
せ

た
い
思
い
が
我
々
の
心
を
動
か
し
、
現
在
、
獅
子
舞

会
と
し
て
、
独
立
し
た
運
営
ま
で
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

町
長

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。
獅
子
や

カ
ヤ
の
維
持
管
理
も
大
変
で
し
ょ
う
。

会
員

舞
い
方
が
激
し
い
の
で
す
ぐ
に
傷
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
獅
子
頭
の
塗
装
や
カ
ヤ
の
修
理
は
す
べ
て
、

自
分
達
で
し
ま
す
。

町
長

舞
い
方
は
、
先
輩
達
に
教
わ
っ
た
の
で
す
か
。

会
員

地
域
の
伝
統
文
化
が
絶
え
な
い
よ
う
、
若
者

達
が
先
輩
達
に
教
わ
り
練
習
し

ま
し
た
。

町
長

伝
統
文
化
を
継
承
す
る

に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
員

現
在
、
会
員
は
10
人
で
平
均
年
齢
は
33
歳
で

す
の
で
体
力
も
意
欲
も
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

後
継
者
が
い
な
い
の
が
一
番
の
悩
み
で
す
。

自
治
会
長

地
域
の
伝
統
文
化
を
愛
す
る
若
者
達

で
、
自
主
的
に
守
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

町
長

歴
史
あ
る
地
域
の
獅
子
舞
を
み
ん
な
で
愛

し
、
誇
り
を
も
っ
て
継
承
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
地
域
を
愛
し
、
獅
子
舞
の
伝
統
を
守

る
メ
ン
バ
ー
と
真
田
町
長

南
田
原
獅
子
舞
会

地
域
の
伝
統
文
化
を
愛
す
る

南
田
原
地
区
の
八
幡
神
社
で
は
、
毎
年
、
豊
作

を
祝
い
獅
子
舞
に
よ
る
秋
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
者
の
減
少
に
よ
り
一
度
途
絶
え
た
獅
子
舞

で
し
た
が
、
平
成
８
年
頃
に
復
活
の
声
が
高
ま
り
、

同
11
年
秋
か
ら
獅
子
舞
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

10
月
は
、
し
尿
収
集
手
数
料

（
定
額
制
）
の
契
約
更
新
月
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
に
更
新
手
続
の

書
類
と
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
世
帯
人
数
に
変
更
が
な
け
れ

し尿収集定額制
料金表（年額）

1～3人用

4～5人用

6人用

7人用

8人用

7,800円

12,360円

16,560円

19,440円

22,320円

地 区 名 1 0月 1 1月 1 2月

肝川・猪渕・銀山・広根
上 野 ・ 柏 梨 田
紫合・猪名川荘苑
原 ・ 民 田
上阿古谷・下阿古谷
北 野
北 田 原
万 善 ・ 槻 並
木 津 ・ 東 山
木 津 上
木間生・杤原・林田
笹 尾
清 水 ・ 清 水 東
仁 頂 寺 ・ 島
鎌 倉
杉 生
西 畑 ・ 柏 原

２
３
４
５

６・10
11
11

12・13
16
17
18
19
20
23
24

25・26
27・30・31

１
２
６
７

８・９
10
10

13・14
14
15
16
17
20
21
22

2 4・2 7
2 8・29・30

１
４
５
６

７・８
11

11・12
13・14

14
15

17・18
18
19
20
21

2 2・2 5
2 6・2 7・2 8

※都合によって日程が前後することが
あります。

1 0月から1 2月のし尿収集日程しし
尿尿
収収
集集
契契
約約
のの
更更
新新
手手
続続
きき
をを

ば
、
最
寄
の
金
融
機
関
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
人
数
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
納
入
金
額
を
変
更
し

ま
す
の
で
生
活
環
境
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

な
お
、
し
尿
収
集
に
は
、
定
額

制
と
従
量
制
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
定
額
制
】
一
般
家
庭
を
対
象
に
年

間
契
約
（
平
成
18
年
11
月
１
日
〜

同
19
年
10
月
31
日
）
の
料
金
を
前

納
し
、
毎
月
１
回
定
期
に
収
集
す

る
。（
料
金
は
左
表
の
と
お
り
）

【
従
量
制
】
事
業
所
や
臨
時
で
収
集

を
希
望
す
る
時
に
電
話
で
申
込
み
、

そ
の
都
度
収
集
し
ま
す
。
料
金
は
、

収
集
量
に
よ
っ
て
算
定
（
10
�
当

た
り
85
円
）
し
ま
す
。
一
般
家
庭

で
は
、
定
額
制
の
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
環
境
課
（
�
７
６
６
・
８
７
１

２
）
へ
。

な
ど
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
行
政

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
公
平
・

中
立
な
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
関

係
機
関
と
協
議
し
、
問
題
を
解
決

し
て
い
き
ま
す
。

毎
月
１
日
号
「
相
談
あ
れ
こ
れ
」

に
掲
載
し
て
い
る
相
談
日
の
他
、

各
相
談
委
員
へ
直
接
電
話
を
し
て

相
談
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
い

ず
れ
も
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
真
田
義
人
（
清
水
東
）

�
７
６
９
・
０
６
１
５

▼
坂
井
征
雄
（
白
金
）

�
７
６
６
・
７
１
８
４

▼
山
本
晴
代
（
伏
見
台
）

�
７
６
６
・
８
５
９
４

▼
森
井
隆
子
（
つ
つ
じ
が
丘
）

�
７
６
５
・
３
３
０
０

▼
杉
村
正
己
（
笹
尾
）

�
７
６
８
・
１
０
２
０

問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
相
談
は

木
津
総
合
会
館
（
�
７
６
８
・
０

２
１
７
）、
行
政
相
談
は
企
画
政
策

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

同
和
問
題
、
男
女
差
別
、
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
害
者
に
関
す
る

人
権
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
の
仕
事
に
つ

い
て
の
疑
問
点
や
、
苦
情
・
要
望

と
き
　
10
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
　
日
生
住
民
セ
ン
タ
ー

教育 委員 長に
山田 惠美 子さ んを 再任

人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

〜
学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜

人
と
し
て
の
本
当
の
優
し
い
生

き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
、
人
権
教

育
と
の
確
か
な
出
会
い
と
深
ま
り

を
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
人
権

教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師

下
表

の
と
お
り
　
※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
７
時
〜
同
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
受
講
料

無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
木
津
総
合
会

館
（
�
７
６
８
・
０
２
１
７
）
へ
。

●　
２　
０　
０　
６　
年
度
人
権
教
育
セ　
ミ　
ナ　
ー　
（　
パ　
ー　
ト　
２　
）　
●　

男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ
「
い

き
生
き
ラ
イ
フ
」
で
は
、
神
戸
大

学
の
朴
木
教
授
を
お
招
き
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

聴
講
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
歓
迎
い
た
し
ま

す
。

▼
と
き

10
月
14
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時

▼
と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ

男
女
共
同
参
画
の
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
　
〜
地
域
か

ら
の
発
信
〜

▼
講
師

朴
木

佳
緒
留
さ
ん
（
神

戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）

▼
定
員

50
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

無
料

●
男
女
共
同
参
画
学
習
会
●

１回

２回

３回

４回

月　日

10月13日（金）

10月27日（金）

11月10日（金）

11月24日（金）

テーマ

外国人の人権

戸籍と人権

児童虐待

差別と因習

講　師

在日保護者の会

申点粉さん

兵庫法律センター弁護士

麻田光広さん

児童養護施設長

側垣一也さん

宗玄寺住職

酒井勝彦さん

人権教育セミナーの日程

９月 1 9日の教育委員会

定例会議で、教育委員長

に山田惠美子さん（松尾

台・5 1歳）、同職務代理者

に羽間鋭雄さん（猪名川

台・ 6 4歳）が選任されま

した。

教育委員長および同職

務代理者の任期は、平成

1 8年1 0月１日から同1 9年９

月30日までの１年間です。

問い合わせは、教育総

務課（�766－6000）へ。

人
権
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
）

行
政
相
談
（
行
政
相
談
員
）


